
 

 

 

 

 

 

『（仮称）富士見丘発表会』 

校 長  横 田 和 長  

昨年度、卒業式を間近に、本校で文化祭が行なわれました。コロナ禍だったころ、多くの人が集

まるような行事や、音楽など、マスクなしで歌うことなど制限され、これまで当たり前のように行

われてきた教育活動が中止、変更を余儀なくされてきました。そのような中でも、できる限り生徒

の学校生活を守るべく、学校のみならず、ＰＴＡや地域の皆様も工夫され、その機会をどのように

確保していくか真剣に、知恵を絞り出し合いながら検討してきました。本校の文化祭が昨年度、 

３月に行われたのもその影響があります。 

ただ、その中でも、本校の生徒たちはあきらめず、今の高校一年生の世代の生徒たちが、有志で

の発表会を企画し、実行したことは、コロナ禍という逆境を跳ね返し、まさに、ピンチをチャンス

に切り替えた大きな成果の一つだと考えています。私は初めて、その生徒たちの有志発表する姿や

発表者を応援する生徒たちの姿を見て、本校の生徒の頼もしさに気付かされました。それと同時に、

生徒たちの姿を見ながら、このたくましい姿、エネルギーを本校のみでとどめるのではなく、地域

にも発信していく力があると確信をしました。 

今年度は、青少年委員の方々の御支援の下、『（仮称）富士見丘発表会』を子供促進事業の一環と

して、開催する運びとなりました。この『（仮称）富士見丘発表会』は、先ほどお話しした、生徒の

有志発表のコンセプトを引き継ぎ、生徒自身が、企画・運営を行っていきます。そのため、生徒た

ちから有志の実行委員を募集することとなりました。 

これから、実行委員がいろいろ意見を出し合い、発表会に向けて準備を進めていきます。話さな

ければならないことはたくさんあります。発表者の募集や集客をどうするか、そのための安全面で

の配慮や、当日のスケジュールなどなど、ここに挙げた以外の細かなことまで今後検討していきま

す。大人でも、なかなか難しいことだと思いますが、実行委員たちの熱い情熱できっと成功に導い

てくれるものと信じています。発表者を中学生だけでなく、近隣の小学生や高校生、大学生や大人

など、様々な方々を対象としています。保護者の皆様や地域の各団体の皆様には、ぜひとも実行委

員たちのお力になっていただきますようお願いいたします。この発表会が、今後も続いていければ、

本校を卒業しても、発表会を通じてかかわることができます。それが毎年続いていけば、これは地

域に根差した行事になるものと信じております。このような発想に至ったのも、昨年度、本校の校

舎仮移転の際に行った、校舎お別れイベントで数多くの皆様にお越しいただいたことです。これだ

け地域に愛された学校なら、きっとこの発表会もこの地域の子供たちや地域の皆様に育てていいっ

てくださると思います。新たな生徒たちの挑戦に御協力よろしくお願いいたします。 

 

 貢献する学校 
 令和６年６月２８日（金） 

杉並区立富士見丘中学校 

http://www.suginami-school.ed.jp/fujimigaokachu/ 

学校だより  



 

 

「春の運動会」 
 

 

  

   

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 5 月 25 日、晴天に恵まれ、本校校

庭にて運動会を実施いたしました。

保護者の皆様には、生徒たちの力い

っぱいの演技に大きな拍手と温かい

御声援をいただきありがとうござい

ました。 

今年度から運動会を春実施に戻し

たため、１学期が始まり間もない時

期での開催となりましたが、運動会

実行委員が中心となって取り組みま

した。運動会の当日は、生徒たちは

『汗光る僕らの新時代は今ここに～

困難は分割せよ～』のスローガンの

もと、一人一人が努力をして富士見

丘中学校の生徒たちらしい運動会を

実現することができました。特に学

年対抗種目では、どの学年も体育の

授業や放課後の時間を使い工夫して

練習を行い、お互いがライバル同士

という中でありながらも、協力する

姿勢や勝ち負けに関係なく励まし合

う姿が見られました。 

 努力を積み重ね、互いに協力し合

うことで作り上げたこの運動会は生

徒たちにとってかけがえのない思い

出になったことと思います。 

令和６年度 運動会 ５月 2５日 

5 月 25 日、晴天に恵まれ、本校

校庭にて運動会を実施いたしまし

た。保護者の皆様には、生徒たちの

力いっぱいの演技に大きな拍手と

温かい御声援をいただきありがと

うございました。 

今年度から運動会を春実施に戻

したため、１学期が始まり間もない

時期での開催となりましたが、運動

会実行委員が中心となって取り組

みました。運動会の当日は、生徒た

ちは『汗光る僕らの新時代は今ここ

に～困難は分割せよ～』のスローガ

ンのもと、一人一人が努力をして富

士見丘中学校の生徒たちらしい運

動会を実現することができました。

特に学年対抗種目では、どの学年も

体育の授業や放課後の時間を使い

工夫して練習を行い、お互いがライ

バル同士という中でありながらも、

協力する姿勢や勝ち負けに関係な

く励まし合う姿が見られました。 

 努力を積み重ね、互いに協力し

合うことで作り上げたこの運動会

は生徒たちにとってかけがえのな

い思い出になったことと思います。 



 

 

去年のこの時期から、校舎仮移転が現実的になりました。定期考査が終わってから「校舎おわか

れイベント」の実行委員会が本格的に始動し、川柳の作成と回収、クイズ問題づくり、写真集め等、

青少年委員さんと協働して、夏休みが始まる前までにすべき作業に取り組んでいました。 

 ８月の仮移転から 10ヶ月が経ち、２年半つまり３０ヶ月の仮校舎生活も、残り２０ヶ月となり

ました。そんな富士見丘中学校は以前の旧校舎より「アート」が多くあることに気付きます。 

 

 

 

 旧校舎にもあった給食室のホワイ

トボードは、仮校舎でも健在です。  

毎日、そこでは給食調理師さんと

生徒たちの筆談が繰り

広げられています。 

メッセージだけでは

なく素敵なイラストも

あります。 

 

 ３階は３年生、２階は１・２年生のフロアです。廊下の掲示

物で目立つのは、運動会のクラスポスターですが、それ以外の

掲示物にも、キラリと光るイラストに目を奪われます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 東階段の１階正面の壁にある掲示板。仮移転をしてみると、掲示板の下半分がぼろぼろに剥がれ

ていたので、昨年度の３学期にクラフトデザイン部にその修復をお願いしました。 

完成したのは想像をはるかに超える、見事なレリーフでした。一見の価値ありです。 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アートのある風景 ＠ 校舎 ～引越しから 10ヶ月～ 

廊下と 
階段の踊り場 

職員室の給食室前 

 

クラフトデザイン部作製の『壁画』 ＠ １階東階段 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 その１⇒２年生「職場体験学習」近隣の事業所・小学校で体験学習を行います。 

その２⇒１年生「上級学校訪問」今年で３年目、高校以外の上級学校訪問です。 

その３⇒３年生「修学旅行」インバウンドでにぎわう奈良・京都を訪れます。 

   ※【 】は学校支援本部 JOINTの関連事業です。 

日 曜日 行    事  日 曜日 行    事 

1 月 
Ｂ時程 全校朝礼 安全指導 

常任委員会 

 16 火  

 17 水 Ｂ時程  本移転作業日 

2 火 評議会  18 木 大掃除⑥ 

3 水 
修学旅行（３年） 

Ｂ時程 子小中合同研修会 PM 
 

19 金 １学期終業式（正装） 

20 土  

4 木 
修学旅行（３年） 

上級学校訪問（１年） 
 

21 日  

22 月 
夏季休業日（始） 

三者面談（始）夏季自習教室（始） 5 金 修学旅行（３年）  

6 土 選挙会場設営  23 火 三者面談 夏季自習教室 

7 日 東京都知事選挙  24 水 三者面談 夏季自習教室（終） 

8 月 生徒朝礼 セーフティ教室（３年）  25 木 三者面談 

9 火 避難訓練  26 金 三者面談（終） 水泳指導（終） 

10 水   27 土  

11 木 学校保健委員会  28 日  

12 金 進路説明会（３年・希望者）⑥  29 月  

13 土   30 火  

14 日   31 水  

15 月 海の日   

７月の行事予定表 

その後、巨大クレー

ンは姿を消し、たく

さんの大型トラック

が出入りしました。

コンクリートが入っ

たということでした

ので、地盤を固める

作業中なのでしょう。

解体作業の開始は入

札不調で３ヶ月遅れ

ましたが、建築作業

は順調そうです。 

【写真提供：ＮＹ】 

マ
イ
ク
ラ 
地
下
倉
庫  

９３本の杭が打た

れた後、巨大クレ

ーンが土管のよう

なものをつるして

いたそうです。こ

れが恐らく９３本

の杭にあてがう９

ｍの支柱の土台と

思われます。富士

見ヶ丘通りからは

見えませんが小学

校校舎からはよく

見えますね。 

次号 
予告 

４月末 

６月５日 ６月２０日 


